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はじめに 

近年の急速な人口高齢化の進展は、疾病構造にも変化をもたらし、疾病全

体に占めるがん、虚血性心疾患、糖尿病等の生活習慣病の割合が増加し、問

題となっています。 

さらにそういった病気の基礎病態である「メタボリックシンドローム（内

臓脂肪症候群）」という概念と診断基準が関係学会から示されました。これは、

内臓脂肪の蓄積がもたらす発症リスクを食生活の改善や運動習慣の徹底から

生活習慣の改善を図ることによって、内臓脂肪を減少させ、生活習慣病の発

症リスクを低減させるという考え方を基本としています。 

そこで、国は、「何を」・「どれだけ」食べたらよいかという「食事」の基本

を身につけるためのツールとして「食事バランスガイド」、生活習慣病予防を

目的とした望ましい身体活動・運動及び体力の基準を示す「健康づくりのた

めの運動指針 2006～エクササイズガイド～」を発表しました。 

この「サポートマニュアル」は、保健指導に携わる関係機関がメタボリッ

クシンドローム予防のための食事指導や運動指導を行うにあたり、指導内容

の標準化と効果的な指導の一助となるとともに、県民の皆様には、食事と運

動の重要性を知っていただき、国が示した「食事バランスガイド」や「エク

ササイズガイド」を理解していただけるきっかけづくりになればと考えてい

ます。 

最後に、この「サポートマニュアル」を執筆いただきました検討委員の方々

に深く感謝申し上げます。 

 

愛知県健康福祉部健康担当局長 

五十里 明 
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サポートマニュアルを活用しよう！ 

サポートマニュアルを活用しよう！ 

 

１ 生活習慣病対策は「治療」から「予防重視」へ 

  糖尿病などの生活習慣病の有病者・予備群は、年々、増加傾向にあります。国民医

療費の約３０％、死因全体の約６０％を占めるようになり、これら生活習慣病の予防

対策が急務となっています。国は、平成２７年度までに糖尿病などの生活習慣病有病

者・予備群を２５％減少させる目標を掲げており、中長期的には、医療費の適正化を

図ることとしています。 

  そこで、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の診断基準が示され、内臓

脂肪型肥満に着目した保健指導の重要性が明らかになったことから、メタボリックシ

ンドローム（内臓脂肪症候群）の概念を導入し、食事や運動などの生活習慣の改善と

有病者・予備群に保健指導を重点的に実施することにより、生活習慣病の発症を予防

し、目標を達成することとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内臓脂肪型肥満に着目した生活習慣病予防のための
健診・保健指導の基本的な考え方について

主体
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係

市町村

アウトプット（事業実施量）評価

実施回数や参加人数

一時点の健診結果のみに基づく保健
指導

画一的な保健指導

健診結果で「要指導」と指摘され、健
康教育等の保健事業に参加した者

健診結果の伝達、理想的な生活習慣
に係る一般的な情報提供

個別疾患の早期発見・早期治療

プロセス（過程）重視の保健指導

健診に付加した保健指導

これまでの健診・保健指導

医療保険者

アウトカム（結果）評価

糖尿病等の有病者・予備群の２５％減少

健診結果の経年変化及び将来予測を踏まえた保
健指導

データ分析等を通じて集団としての健康課題を設
定し、目標に沿った保健指導を計画的に実施

個々人の健診結果を読み解くとともに、ライフスタイ
ルを考慮した保健指導

健診受診者全員に対し、必要度に応じ、階層化さ
れた保健指導を提供
リスクに基づく優先順位をつけ、保健指導の必要性に応じて「情報提供」
「動機づけ支援」「積極的支援」を行う

自己選択と行動変容
対象者が代謝等の身体のメカニズムと生活習慣との関係を理解し、生
活習慣の改善を自らが選択し、行動変容につなげる

内臓脂肪型肥満に着目した早期介入・行動変容
リスクの重複がある対象者に対し、医師、保健師、管理栄養士等が早期
に介入し、行動変容につながる保健指導を行う

結果を出す保健指導

内臓脂肪型肥満に着目した生活習慣病予防のた
めの保健指導を必要とする者を抽出する健診

これからの健診・保健指導

行動変容を

促す手法

最新の科学
的知識と、
課題抽出の
ための分析
1 



２ 健診・保健指導で生活習慣病の有病者・予備群を減少へ 

これまでの健診・保健指導は、個別疾病の早期発見、早期治療が目的であったため、

健診後の保健指導は「要精検」や「要治療」となった場合に受診勧奨、疾患を中心と

した保健指導を行ってきました。 

今後の健診・保健指導は、内臓脂肪型肥満に着目し、健診により生活習慣病の発症

リスクの高い人を早期に発見し、その要因となっている生活習慣を改善するために保

健指導を行い、糖尿病などの有病者・予備群を減少させることが目標となります。 

生活習慣病は、自覚症状がないまま進行しますので、健診は個人が生活習慣を振り

返る絶好の機会となります。保健指導は行動変容につながるものであることが求めら

れます。 
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３ サポートマニュアルとは？ 

保健指導に携わる関係機関が、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）予防

を目的に運動や食事について保健指導を行うにあたって、指導内容の標準化と効果的

な指導が実施できるように、「サポートマニュアル」を作成しました。 

  「サポートマニュアル」は、保健指導実施者が保健指導対象者に対し、生活習慣の

改善を自らが選択し、行動変容につなげるための保健指導を行うことを基本としてい

ます。 

★第１章 メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の概念と定義 

★第２章 メタボリックシンドローム予防のためのQ&Ａ 

の２章からなり、「サポートマニュアル」を参考に、保健指導実施者が、それぞれに創

意工夫をし、さらに効果的な保健指導を行うことができるように構成されています。 

 

 健診から保健指導への流れ（イメージ図）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的な健診（問診＋基本的な検査）
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詳細な健診 
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 生活習慣の改善支援の 
必要性が低い者 

 生活習慣の改善支援の 
必要性が中程度の者 

 生活習慣の改善支援の 
必要性が高い者 

要治療 

活用してください！ 

健診後の保健指導の際に 

 サポートマニュアルは 

受診勧奨 

＋ ＋ 

プログラムの標準化

     効果の評価 効果の評価サービスの改善

栄養士等による面接など） 
積極的な支援（医師、保健師、管理  

＋ 

動機付けの支援（食事教室、携帯メールでの支援など） 

情報提供（パンフレットなど） 

 
サポートマニュアル活用部分 

 
 

 

 

３ 




